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は　じ　め　に

このたびは、X－Yレコーダ川X3000］［WX4000］をお買上げいただき、誠にありがとうございます。

ご使用前に取扱説明書をよくお読みいただき、木器の性能を十分に発揮できますよう、正しい取扱

いをお願いいたします。

なお、本書は【WX3000］（A3判）、［WX4000］（A4判）で共通となっています。

1．商品の保証
（1）ご購入いただきました日より一ヶ年を保証期間とし、万一故障が発生した場合は無償で修理さ

せていただきます。（ただし、発生した故障が当社の責務の場合に限ります。）

お客様が、当社に関係なく修理、改造された場合は、責任を負いかねます。

（2）商品の保守作業は、日本国内に限定させていただきます。国外における保守作業は、遺憾なが

らご容赦させていただきます。

2，車命出石こ関する　ご注意

木器は、現在外国為替および外国貿易管理法による戦略物資など輸出規制品に喜亥当しま

せんが、日本国外に持ち出す際には、弊社の非吉亥当証明書発行等の必要な手続きをお取り

ください。
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3．ご使月ヨ」二の注意とお願しヽ

（1）木器を次のような場所ではご使用にならないでください。

・直射日光や暖房器具など高温または多湿になる場所。

（使用温度範囲：0～40℃　湿度範囲：30～80％RH）

・潮風のあたる場所や腐食ガスなどの多い場所および有機溶剤雰囲気の場所。

・湿気やほこりの多い場所。

・振動や衝撃の激しい場所。

・雷、電気炉などサージ電圧や妨害電波などの入りやすい場所。

（2）日常の手入れと取扱い

・本体が汚れたときには、乾いた柔らかい布で汚れをふきとってください○

有機溶剤（シンナー，ベンジンなど）を使用

すると、変質・変色を起こす事がありますの

で絶対に使用しないでください。

・木器は記録紙の固定に静電吸着方式を用いています。

取扱いにあたっては次の点にご注意下さい。

（a）エタノールあるいは洗剤で時々ライティングパネルの表面を洗浄してください0

洗剤を用いた時は必ず付着している洗剤を水で拭きとって下さい。洗剤中の界面活性剤が

ライティングパネルに残っていると導電層を形成して保持力の低下原因となります0

洗浄後はライティングパネルを十分乾燥してからご使用ください0

（b）オフィスクリーナー、OAクリーナーなどの帯電防止剤（界面活性剤）入りクリーナーは使

用しないでください。

（C）帯電防止されたフイルムを使用すると、ライティングパネル（吸着層）に帯電防止剤など

が移行し、吸着力が低下することがあります。

（d）ライティングパネルをカッターナイフやキリなどで傷をつけたり、つきさしたりしないで

ください。電極の破損や絶縁不良を起こし大変危険です。
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4．純正サプライ品ご使月弓のお願しヽ

本器に使用する消耗品は、品質維持のために必ずグラフテック純正品をご使用ください。

純正品以外の消耗品をご使用になり、万一品質に異常が発生しても責任を負いかねます。

記録ペン［WX3000］【WX4000］共通

型　　名 儉ﾉHI%�犬�規　格　ま　た　は　適　用　機　種 

KXlO6－RD �)�r�ファイバーペン（1組5本入り）赤 

XXlO6－BK �)�r�′／　　　（　　′′　　　）黒 

記録紙

［WX3000］用

型　　名 儉ﾉHI%�犬�規　格　ま　た　は　適　用　機　種 

PL506 �#�ﾟｲ�A3判コート紙（1冊50枚入り）1mm方眼 

SP319A ���MB�A3判相当計測紙（1巻20m）　′′　（ロール紙） 

型　　名 儉ﾉHI%�犬�規　格　ま　た　は　適　用　機　種 

PL121 �#�ﾟｲ�A4判コート紙（1冊50枚入り）1mm方眼、 

SP279 ���ｪ｢�A4判相当計測紙（1巻20m）　′′　（ロール紙） 

SP323 ���ﾟｲ�A4判計測紙（1冊100枚入り）′′ 

5．夕t観　一　付属品の確認

開梱が終わりましたら、外観の損傷の有無および付属品等の確認をしてください。

万一損傷・欠品等がございましたら、ご購入先又は、次ページ記載の最寄りのサービスセンタ
ー・営業所へご連絡ください。

品　　　　名 剏^　　　名 丼H������wb�数　　　量 

1ペン型 �(7�98ﾅ��

1 亢ﾈ�����鐫�WX3000用 ��ﾃS�b�A3判コート紙 ����ﾟｲ�1　冊 

WX4000用 ���#��A4判コート紙 

2 �6H��ﾋ���5����ｸ��7X��8ｲ��%48�ﾃ��B� ����gｲ�1　本 

3 ��ﾘﾘi?ﾉ|ﾘ5��ｸ7X8ｲ��$�8�ﾃ���3Pプラグ付き �(��gｲ�3　本 

4 偃h��宜������k������埠�3����ﾅTﾘ�ﾃ��2� ����ﾟｲ�1　冊 

5 �8ｨ��8(�ｸ6x��5(6ﾈ4���5��播4��ﾃ3c�､�3"� �����r�1　組 

6 �7�������92�鳩���ﾅ$B�7ァイJトベン赤 �(��gｲ�2　本 

KXlO6－BK 度4�487��ｸ7�98ﾙR�－　　2　本 



6．保守　一　純正サプライ品のお問しヽ合わせ

国内サ　－　ヒr＿ス　ネ　ッ　ト　ワ　脚　ク

サプライ品のご注文，お問い合わせは販売店，グラ

フテック営業所または下吉己のサービスセンタrで承

っております。

北海　道　地　区 �4�8�7H6X6(4閂ｨ��fｸ､9;�8ｼh��℡（011）741－7889 
〒（略0札幌市東区北8集束3－2－10宮村ビル 

東　北　地　区 �4�8�7H6X6(4閂ｨ��8ﾉfｸ�8ｼh��℡（022）287－3811 
〒983仙台市若林区6丁の目西町8－1嘉書センタービル 

関　東　地　区 �4�8�7H6X6(4閂ｨ��ｭi8ﾈ�8ｼh��℡（0485）25－2381 
〒360埼玉県熊谷市万平町1－40 

茨　城　地　区 �4�8�7H6X6(4閂ｨ��綬��8ｼh��℡（0298）58－1211 
〒305茨城県つくば市梅園2－1－15 

静　岡　地　区 �(iYH4�8�7H6X6(4�8�E8xｨ���8圷5H�ｸ7(5�5ｨ985��ｲ�℡（q54）288－9515 
〒422静岡市登呂6－2－29兵藤ビル 

長　野　地　区 �4�8�7H6X6(4閂ｨ��+ynﾈ�8ｼh��℡（0263）28－1501 
〒3誹）松本市鎌田1－3－17ヨシエビル 

首都‖圏　地　区 �4�8�7H6X6(4閂ｨ���wHﾋH�8ｼh��℡（03）5487－3588 

〒141東京都品川区西品川3－19－6 

関東グラフテックS．S㈱　首都圏サービスセンター �H���8�｣SCベ�ﾃ3SC��

〒141東京都品川区西品川3－19－6 

関東グラフテックS．S㈱　神奈川サービスセンター �H���CX�｣SCH�ﾉN��｣CR�

〒222横浜市港北区師岡町1148－1 

中　部　地　区 �(iYH4�8�7H6X6(4�8�E8xｨ��kﾈﾌ8夊5H�ｸ7(5�5ｨ985��ｲ�℡（052）774－7931 
〒465名古屋市名束区藤森西町913 

関　西　地　区 亊i�ﾈ4�8�7H6X6(4�8�E8xｨ���Xﾞ85H�ｸ7(5�5ｨ985��ｲ�℡（（裕）337－8160 
〒防4大阪府吹田市垂水町3－17－15 

西　部　地　区 ��ﾉ?ｩgｸ4�8�7H6X6(4�8�E8xｨ��圷�(5H�ｸ7(5�5ｨ985��ｲ�℡（086）245－2140 

〒7∝）岡山市今6－19¶8合同ビル 

西日本グラフテックS．S㈱　広島サービスセンター �H����(�｣#c(�ﾃ�3���

〒732広島市東区光町1－10－19日本生命光町ビル 

四　国　地　区 ��ﾉ?ｩgｸ4�8�7H6X6(4�8�E8xｨ��ﾘ(鉙5H�ｸ7(5�5ｨ985��ｲ�℡（0878）51隅7253 
〒760高松市鍛冶屋町6－11太平ビル 

九　州　地　区 ��ﾉ?ｩgｸ4�8�7H6X6(4�8�E8xｨ��Y�ｨ5Ex7(5�5ｨ985��ｲ�℡（092）474－9989 

〒812福岡市博多区博多駅東1－11－5アサコ博多ビル 

西日本グラフテックS．S㈱　鹿児島サービスセンター �H���涛(�｣#X�ﾃ#ss"�

〒892鹿児島市加治屋町12－11東京生命ビル 

沖　縄　地　区 ��ﾉ?ｩgｸ4�8�7H6X6(4�8�E8xｨ��垰>ｨ5H�ｸ7(5�5ｨ985��ｲ�℡（098）874－4520 
〒9）1－21浦添市大平1－34－6ヨネダビル101号 
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第1章概　要

1．1製品概要

帖3000（A3判）・附4000㈱）はCPU制御、九州処理、デジタルサーボ技術を取り入れた高速・高

加速・高精度なX，Yレコーダです。

1‘．2特　長

高　速　記　録－▲一一一一一最大ペン速度　欄2000mm／sec Y軸2200mm／sec

最大加速度　欄6G（4・5G）Y軸7．6G（7G）

を達成し、過渡現象の追従性が→段と向上しました。

［最大ペン速度は高速トド設定時、口内は2ペン型仕様］

デジタルサーボ方式・・一一一一一ペンの矧こデジタルサーボ方式を採用0記録精度・信雛

タイムスイープ一一・・‥・・－タイムスイづを標準装備しており、用己録のほかYtT、ズーT

（時間軸掃引）　の記録をとることができます。

リモート制御一一一一一一・一サーボ系の…FF、タイムスイづ制御、ペンアップ／ダウ

ンなどを外部信号で行うことができるほか・リトトコネク

タより・アンプを適した→帽己録ができます。

コンピュータ制御・・－－…耶－232Cインタフェースにより、コンピュータの指令で本体

の制御を行うことができるはか，簡単な作図ができます。

リ　スト　機　能－一一・・・一瑚紙上に、アンプの設定状鮎印字することができ、デー

タの整軌こ便利です。

単　独　ベンア　ナ′ダウン＿，．＿‖

ロール紙による連続記録▼・・－

（オプション）

2ペン型では、1ペン、2ペンともそれぞれ単独にペンのア

ップ／ダウンができます。

記録紙送り装置付の機体では、ロール紙の自動更新（RENEW機

能）による用己録及び連続記録紙送り（送り機能‖こよる

y－T記録を行うことができます。

－1－



1．3使用上のお願い

1．専用入力ケーブルの取扱い

専用入力ケーブル（RIC－01）のケーブル部分だけを引張ると、断線の危険性があります0

専用入力ケーブルを取扱うときは、必ずコネクタ部分を持ってください0

正

図1［1　人カケーブルの取扱い

2．スイッチ操作

本器の操作スイッチを爪の先や先のとがった物で押すと、スイッチが損傷して正しく操

作出来なくなることがあります。かならず指の腹でスイッチを押すようにしてください0

3．使用電源

木器の使用電源電圧が電源コネクタ近くに表示されています。使用する電圧を確認のう

えご使用願います。

規定外の電圧では絶対にご使用にならないでください。

4．記録動作時

Yバー、ペンアームは高速で動作します。本体操作中は、安全のためYバー、ペンアー

ムの動作範囲には手などを出さないでください。

5．ライティングパネル

ライティングパネル上には、記録紙以外のものは置かないでください。Yバー、ペンア

ームが動作した時にたいへん危険です。

－2－
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第2章各部の名称と機能

2．1本体部

庄

（2．8及び第6章参照）

図2－1本体部、各部の名称（例：WX4000－2）

→3－
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2．2操作パネル①（アンプ操作部）

十 ��
X　R軍E　8ニvR州G∈ �"�2�

5。≡0・20‘51等。，28ニ抑 

1。0・0　　　50．10　0 

0．02　　　10 

20　（C叫　〇・05 

05 

㊥蓋莞 POSlTJSUPP， 　OcAL・V 　OuNCAL 釘�tB�

20　lc叫　0－05 

05　⊂＝⊃ 

POSIT．／SUPP． 

Y2　　RANGE ① 
tT）　　　○∨ 

2　0・5　0mvRA昭E 　　02 

5 　。10　0 

10 　　　　　　⊂：＝〕⊂＝⊃ 

20　　　　〇・05　SUPP・　M∈腸 

05　⊂二⊃ 

㊥蓋莞 PO∈HTノSUPP． 　OuNC札 

図2－2　操作パネル①（アンプ操作部）

①RANGE／SPEED

（①’RANGE）

アンプの感度あるいはT川E SWEEP使用

時の掃引速度を設定するスイッチですo

YZアンプの場合は、T川E SWE肝の設定

機能はありません。

RANGEトド日日・－TIME SWEEPがOFFの場合、これらのス

イッチはアンプの感度の設定として機

SPEmモード

一4－

能します。

スイッチを押す毎に、V，mVが切換わり、

選択された側のLEDが点灯します。

T川E SWEEPがONの場合、これらのスイ

ッチは掃引速度の設定として機能しま

す。スイッチを押す毎に／S（毎秒）、

／m（毎分）に切換わり、選択された側

のLEDが点灯します。

（⑫T川E SWEEP参照）

入力信号のON／OFFの切換えを行うスイ

ッチです。

スイッチを押す毎にON／OFFが切換わり

ます。ONの場合はLEDが点灯し、入力

信号の電圧にしたがっ、てペンが動作し

ます。OFFの場合は、LEDが消灯し、

入力信号は切離されます。

ゼロ点の設定範囲の切換えを行うスイ

ッチです。スイッチを押す毎にON／OFF

が切換わります。

（⑦POSIT．／SUPP．参照）

但し、0．05・0．1mV／C恥20V／cmのレンジ

ではONに設定する事はできません。

ONの場合は、LEDが点灯し、入力でき

る範囲が設定されたレンジの±300％に

なり任意の100％の範囲を記録すること

ができます。

OFFの場合はLEDが消灯し、ゼロ点の設

定範囲は、そのレンジのフルスケール

の梢から＋100％までとなります。

入力フィルタ（ローパス・フィルタ）

の切換えを行うスイッチです。

スイッチを押す毎にOFF→1Hz→5Hz→

OFFの順に切換わります。　　　　　－

OFFの場合はLEDが消灯します。1Hz，

5Hzの場合は選択された側のLEDが点灯

し、それぞれ1Hz仁6dB），5Hzト6dB）の

特性を極ったフィルタが有効となりま

す。
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05　⊂⊃ 
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Y2　　RANGE 

05　⊂二⊃ 
POSITJSUPP． 

図2「3　操作パネル①（アンプ操作部）

⑥▽VERNI△

入力信号を本器内部の校正電圧と切換

えるスイッチです。

バーニア機能使用時の感度の調整をす

るときなどに使用します。スイッチを

押す毎にON／OFFが切換わります。

ONの場合はLEDが点灯し、RANGEの設定

には関係なく†100mm振幅相当の内部校

正電圧が印加されます。

OFFの場合は、LEDが消灯し、通常の測

定状態となります。

感度の微調（バーニア）を行うスイッ

チです。RANGEスイッチで設定したレ

ンジの100．0％～40．0％まで0．1％毎に感度

の設定ができます。

UNCAL LEDはVERNIの設定状態の表示灯

です。

99．9～40．0％時に点灯

100．0那寺に消灯します。

押すと0．1％毎に感度が低くなりUNCAL

LEDが点灯します。

押すと0．1％毎に感度が高くなりUNCAL

L印が消灯し、RANGEスイッチの設定感

度になります。

中間の感度は、CAL．VスイッチをONに

したときのペンの振れで確認すること

ができます。

（注）設定は100．0％と99．鍋，50．昭と49，鍋

の間で約1秒動作を休止します。

（例）CAL，V，ON状態にて80mmの振幅が得られ

た場合、感度は設定レンジの80．0％に

なっています。

⑦POSIT，／SUPP．－一一一一入力信号のゼロ点位置を設定するつま

みです。

右（時計方向）に回すと①方向、左

（反時計方向）に回すと○方向にペン

が移動します。

－5－

・

‘

－

1

－

・

．

日

は

．

”

リ

1

り

ー

・

“

＝

1

＝

－

・

－

・

柑

‖

Ⅵ

‖

1

－

ト

ト

・

ぞ

1

d

J

l

■

■

“

【

“

．

L

－

－

■

．

2

・

｛

1

ノ

」

一

1

．

．

．

日

．

．

1

■

■

　

1



2．3操作パネル②（本体制御部）

甲
図2－4　操作パネル②（本体制御部）

⑲PEN DOWN

⊂三⊃⊂互⊃

⑧POWER　一一…・・，1－

⑨（歪盃か＝

電源をON／OFFするスイッチです。

－”側に倒すと電源ONになります。

‘‘○”側に倒すと電源OFFになります。

記録紙をライティングパネルに固定す

るときに使用するスイッチです。

スイッチを押す毎に、HOLD（固定）

FREE（固定解除）状態が切換わります。

HOLD状態ではLEDが点灯し静電気によ

り、記録紙はライティングパネルに吸

着、固定されます。

FREE状態ではLEDが消灯し、ライティ

ングパネルは吸着力を失います。

（HOLD→FREEに切換えたとき、完全に

吸着力が消失するのに数秒かかること

があります）

なお、記録紙送り装置を使用している

とき、このスイッチがHOLDになってい

ると記録紙送り装置は起動しません。

ペンのアップ／ダウンを行うスイッチです。スイッチを押す毎にア

ップ／ダウンの状態が切換わります。スイッチを押しPEN DOWNのLED

が点灯すると、ペンがダウンします。PEN DOWNのLEDが消灯すると、

ペンがアップします。

なお、下記条件が成立しない場合には、LEDが点灯していても、ペ

ンはダウンしません。

1．タイムスイープ機能を使用しないとき、

CHART HOLI）状態かつSERVO ON状態＊

2．タイムスイープ機能を使用するとき、

CHART HOLD状態かつSERVO ON状態土かつTIME SWEEP START状態

記録紙送り装置付の場合（TA3000／TA4000付）

1．タイムスイープ機能を使用しないとき、

SERVO ON状態＊

2．タイムスイープ機能を使用するとき、

SERVO ON状態＊かつTIME SWEEP START状態

注）＊SERVO ON状態　一一一一SERVOスイッチを押し、約0．5秒経過した後

の状態

⑪（盃豆歪）・…・一・・・・・一一・X，Yのサーボ系をON／OFFするスイッチです。スイッチを押す毎にON

／OFFの状態が切換わります。ONの場合はLEDが点灯しサーボ系が動

作し、ペンは測定点に移動します。（但し、SERVO ON直後、約0．5

秒間は、移動速度が遅くなります。）OFFの場合はLEDが消灯し、サ

ーボ系は断状態になります。

仙6－



図2－5　操作パネル②（本体制御部）

⑫TIME SWEEP Ⅹ－YレコーダをX－Tまたは、トTレコー

ダとして使用する場合に操作するスイ

ッチです。

⊂D⊂D一一一一一・・タイムスイープを行う軸を選択するス

イッチです。

このスイッチはSERVO OFFの時に操作

が可能となり、スイッチを押す毎にON

／OFFが切換わります。

また、一方がONになっているときに他

方のスイッチを押すと、前者はOFF、

後者がONとなります。

ONの場合はLEDが点灯し、その軸がタ

イムスイープ状態となります。

掃引速度は①のRANGE／SPEEDスイッチ

で設定します。

OFFの場合は、LEDが消灯し、通常の‡－Y

レコーダとして動作します。

（勤…一　タイムスイープのSTART／RESETを行う

スイッチです。

ⅩまたはYの選択スイッチがON，SERVD

スイッチがONの状態で操作可能となり、

スイッチを押す毎にSTART／RESETを繰

り返します。

STARTの場合は、LEDが点灯し、タイム

スイープがスタートします。

この時、PEN DOWNスイッチがDOWN状態

になっていれば，ペンがダウンしてか

らスタートします。

ペンが記録範囲のリミット位置に達す

ると自動的にペンがアップし、ペンは

スタート位置に戻り、LEDは消灯しま

す。（原点復帰機能）

また、タイムスイープ中にこのスイッ

チを押しても上記同様にペンはスター

ト点に戻ります。

⑬（王三軍〕

－7－

アンプ及び記録紙送り装置（オプショ

ン）の設定内容を記録紙面上に印字す

るとき使用するスイッチです。

SERVO OFF状態のとき、このスイッチ

を押すとRANGE／SPEED，MEAS‥　SUPP．，

FILT．，VERNI，C．S．（CHART SPEED記録

紙送り装置装着時のみ）の設定内容を

印字します。

印字している問は、自動的にCHART

HOLD状態になります。



2．4信号入力部

蘭招
ヨートバー

図2－6　入力端子

2．5電源接続部

電源コネクタ 保護接地端子

・入力端子　赤＋が入力信号の◎端子、赤－が○端子です0

この入力は、アースフローテイング方式で各

軸間は、電気的に分離されています0

・ガード端子　黒Gが入力信号線のシールド線を接続する端子

で、本体の草体と絶縁してあるアンプ筐体に接

続してあります。

■ショートバー　ガード端子と○端子とを接続するための金具で

す。通常の測定のとき使用します0使用方法は

3．3を参照してください0

‡アースフローテイング方式とは、各入力のアー

ス側が各々分離してある入力方式のことで、各

軸は電位的に相互に独立して測定することがで

きます。

・電源コネクタ　付属の電源ケーブルのコネクタ側をここに差し

込みます。

・保護接地端子　筐体に接続してある接地端子です0

図2－7　電源接続部

2．6条件設定スイッチ

本体の基本的な状態を設定するスイッチです0

スイッチ設定後の電源Nでその設定は有効となります0（通電中にスイッチを切換えても、設

定は変わりません。）

表2－1設定条件及び機能

ON▲ OFF▽ �ｩ%X��%X��%X��%Vｩ?�ﾂ���%Xﾛ���� 

」　　　　　　　　　▽：［叩▲＝0，UN 　　　　　　Jロ　」佃　　　煮 

設　定　条　件　　　6 �5 釘�3 �"�1 亢���������ｼﾒ���8�ｩ��ﾘ鳧,ﾉ�ﾙ.�����OR�

人力　梅性　切　換　え ���� ��▽ ��Dﾉ,�E������耳����b�

▲ ��ﾈ�ﾂ��� 

▽ ��′′　Y．Y21－ 凵� 

▲ ��〟 凵� 

ペ　ン　速　度　切　換　え �� ��▽ �� 儷xﾌB�－ド � 
▲ �� 俘)�ﾈ8(�ｸ6r���b�

本体使用車勢切操え �� ��B� �� 賠U&ﾈ�H���Y[ﾘ�｢�剽ｵ＝0nOのみ WX4nOOでは、無視 
▲ �� ��HH汀．（垂阻） � 

記　録　範　囲　切　換　え ��B��B�▽ �� �� ��2���b�

▲ �� �� �#X�����#V��fﾖﾒ���

▲ ��B� �� ��A4よ �� 

▲ ��2� �� ��八4たて � 

r8一
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・入力極性切換え

・ペ　ン速度切換え

・本体使用姿勢切換え

人力に対するペンの振れる方向を切換えるためのスイッチです。

＋に設定すると、電圧が上昇した時にペンは、X軸では右方向に、

Y軸では上（輿）方向に振れます。

一に設定した場合はペンは逆方向に振れます。

2ペン型の場合はY．、Y2の極性が同時に切換わります。

X，Y軸の最大ペン速度を切換えるためのスイッチです。

標準モードでは、最大ペン速度は1500mm／sec（X，Y軸），

高遠モMドでは、最大ペン速度は2000mm／sec（X軸），2200mm／sec（Y軸）

となります。

通常は標準モードに設定し、特に高速性を必要とする場合に高速モ
ードに設定してください。高速モードに設定すると画措性は悪くな

ります。

レコーダの垂直・水平姿勢によって変わるY軸の過渡応答特性を補

正するためのスイッチです。

垂直姿勢で使用するときは、VERT．に、水平姿勢で使用するときは

HORI．にセットします。

又、使用姿勢に合わせて、「ペン圧の設定」も必要です。設定方法

は、3．5を参照してください。

●記録範囲切換え一一一一一一一・記録範囲を設定するスイッチです。2つのスイッチの組合わせでA3

サイズ、250mmx250mmサイズ、横置きA4サイズ、縦置きA4サイズの

4通りの設崖ができます。

この設定はWX3000のみ有効でWX4000の場合は無視されます。

2．7リモートコネクタ

外部信号でレコーダを動かすとき使用するコネクタです。

CHART－RENEⅣ・CHARTACLOCK，CHART－STOPは記録紙送り装置付の場合、使用可能です。

使用方法は第5章を参照してください。

2．8R5－232Cインタフェースコネクタ

コンピュータからの指令でレコーダを動かすとき使用するコネクタです。

使用方法は第6章を参照してください。

ー9川



第3章設置・接続の手順と方法

3．1電源ケーブルの接続

付属の電源ケーブルを用いて、コンセントに接続します0

匡≡＝二塁＿　】
千一一日

」．h顕『

ヽ

図3－1電源ケーブルの接続

GND端子には保護接地線を接続してください。

保護接地をしないで木器を使用した場合、測定データにノイズが混入したりする場合が

あります。

3．2電源の投入

電源ケーブルを接続後、POWERスイッチをON（－側）にすると、まずペンは左手前の記録原点に

移動し、その後SERVO OFF状態に切換わります。

この時の各スイッチの状態は次の通りとなります。

表3－1電源投入直後のスイッチ状態

スイッチ名称 ��8�����������������������������B�

CHART 汎TH��9H��������4��%De$TX�9�B�

PEN　DOWN 汎TH��9H���������T藏��9�B�

SERVO 汎TH��9H��������4U%d�dh�9�B�

TIME　SWEEP ����,ﾉ�ﾙ.��9�H��+ﾘ+�+X��5D�%H5�486(6�,ﾕ$U4UH�9�B�

VERNI ����,ﾉ�ﾙ.��9�B�

CAL．V ������

FILT． ������

MEAS． ������

SUPP． ������

RANGE ������

POSIT．／SUPP． ������

一10一
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3．3信号入力ケーブルの接続

ヨートバー

図3「2　人カケーブルの接続

信号線は、原則として付属の入力ケーブルを使用

します0このケーブルは、2芯の絶縁シールド線に

入力プラグが接続してあり、図3－2のように挿入

すると芯線の赤が◎端子に、芯線の白が0端子に、

シールド線がGRD端子に接続します。

（a）通　常

信号源

（b）バイアス電圧

接続

入力端子㊥

入力端子宇

ガートーGRD

L＿＿1＿＿＿」

信号廟

（C）差動出力

図3－3　信号源との接続方法

付属の入力ケーブルのプラグを逆方向に挿入すると、ショートバーが取付けてあるとき

は信号源機器を壊すことがあります。

信号源との接続は、通常ショートバーをっけたまま信号源の接地側に－とGRDを、出力側に＋

を接続します0しかし、測定条件により、次の説明のような接続を行ってください。

①　通常の信号源に対しては、図3山3（a）に示す接続を行います。

（ショートバーは外しません。）

②バイアス電圧のある信号源に対しては、接地に対してインピーダンスの低い側を○とし図

3－3（b）のように接続します。

（ショートバーを外します。）

③　差動出力の信号源には、図3－3（C）のように接続します0このときもインピーダンスの低い

側を○とします。

（ショートバーを外します。）

＋、－入力端子間に印加できる入力信号電圧は、DC500V（ピーク値）が限度です。また

±入力端子とGND端子との間の電圧は、250Vr・m・S．（50／60Hz）となっており、これ以上

の電圧、周波数もしくは250Vr・m・S・以内でも、正弦波でないパルス状の信号を入力する

と、装置が破損する場合がありますので、注意して下さい。

＊1測定レンジの設定が0・05～20mV／cmの場合はDC16V（ピーク値）が限度です。
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3．4ペンの装着

＼＼＼こミ議

図3－4　ペンの装着

3．5ペン圧の設定

直亘重要　匝亘垂二画

右憲い左諾い

設定ネジ　　　設定ネジ

図3－5　ペン圧の設定

ペンを取り付けるときは、SERVOスイッチをOFFにし

てから次の手順で行います0

①ペンアームを記録面のほぼ中央に手で誘導します0

②ペンのキャップを取り、ペンの上側をペンホルダ

の上部に差し込み、ペンの下側をペンホルダの下

郡の穴に合わせます。（図3－4（A）～（C））

③手でペンを上下したり摺動して見て取付け状態を

確認します。

④2ペン型では、内側の短いペンアームが1ペン、

外側の長いペンアームが2ペンです01ペンには

赤、2ペンには黒のペンを取り付けてください0

はじめにSERVOスイッチをOFFにして、1ペンの場合

は最下部（手前側）、2ベンの場合は最上部（奥側）

にペンアドムを手で誘導します0

垂直姿勢で使用するときは、設定ネジを右回り（時

計方向）に止まるまで回します0

水平姿勢で使用するときは、左回り（反時計方向）

に止まるまで回します○

又、本体右側面の条件設定スイッチのNo・4を確認し

てください。ON側が垂直、OFF側が水平の設定にな

ります。（2，6参照）
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3．6記録紙の装着

図3－6　記録紙の装着

光点　　　　　　　　　　　光点

図3－7　光点と目盛練合せ

記録紙を装着するときは、POWERスイッチをONにし、

SERVOスイッチとCHARTスイッチがOFF（LED消灯）にあ

ることを確認し、次の手順で行ないます。

（むYバーを右端によせます。

②ペン先が記録紙に触れないように注意し記録紙を

左上からライティングパネルの上に置きます。

③ライティングパネルの2つの光点のうち、左側の

光点に目盛の左端を合わせます。

④ライティングパネルの2つの光点とX軸の目盛線

を合わせます。

⑤CHARTスイッチを押しHOLDにします。（LEI）点灯）

⑥記録紙が全面に渡ってライティングパネルに吸着

されていることを確認します。（手で表面をなで

浮き上りをなくしてください）

記録紙をはがすときは、SERVOをOFFにし、Yバーを

右端によせCHART HOLDをOFFにしてペンが記録紙を

汚さないように注意しながら左上方に引上げてくだ

さい。

・電源を接続するとき、保護接地端子の接続を最初に行ってください。

他の機器と接続するとき、人力コードのシールド線を保護接地線として使用してはいけ

ません。保護接地線は、必ず別に配線してください。

・使用後は、ペンを外しキャップを確実にしてください。また、ペン先を叩いたり削った

りすると日づまりを起こします。記録状態が悪くなったらペンを新品と交換してくださ

い。

・巻きぐせのついた記録紙の使用はさけてください。記録紙が浮いていると、Yバーの移

動で記録紙が動いたり、ペンアップの状態で緑を描くことがあります。

ー13一



第4章測定・記録

4．1測定前の準備

図巨1本体制御部

4．2測定の開始

ペンを取付け、記録紙を装着する前に先ず次のことを

確認してください0

①SE…スイッチ（本体制御部）¢OFF（LED消灯）

②PENDOWNスイッチ（本体制御部）⇒UP（LED消灯）

③MEAS．スイッチ（アンプ操作部）⇒OFF（LED消灯）

前節に記載したように正しく電源、信号線を接続し、

ベン、記録紙を装著します0

図4－2　アンプ操作部

測定・記録は、次の手順で開始します0

1）③　入力OFFの確認

MEAS．スイッチのLEDが消灯していることを確認

します。点灯している場合はスイッチを押します0

2）①　サーボ系ON

sERVOスイッチを押すと（LED点灯）、ペンがバラ

ンス点に向かって移動し、バランスして停止し

ます。

3）④　ゼロ点の設定

posIT．／SUPP．つまみを回し、ペンを基準位置

（ゼロ点）に誘導します0

4）⑤　感度の設定（RANGE）

RANGE／SPEEDスイッチを操作し、入力信号の大

きさに合わせ、感度を設定します0

5）⑥　感度の設定（VERNI）

UNCALLEDが消灯するまでVERNI△スイッチを押

し、100％に設定します。

6）②　ペンダウン

pENDOWNスイッチを押して（LE点灯）ペンをダ

ウンさせます。

7）③　測定開始・入力ON

MEAS．スイッチを押し（LED点灯）測定を開始しま

す。

・入力信号の大きさがわからないときは、感度の設定は低い方からペンの振れを見て合

わせてください。（20V／cm～）

・測銅サーボ系が異常音を発したり、ペンのアップ／ダウンが正常に動作しないとき

は直ちに電源スイッチを切り、接続状態、各スイッチの設定を再度点検してください。

－14－
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4・3サブレッション（SUPR）の使い方

SUPP・OFF sUpp．oN 直流電圧に重畳した微小変化分を拡大して記録したい

とき、アンプの感度を上げる必要があります。しかし

感度を上げると、ペンは振り切れてしまいます。

この様な場合、SUPP・スイッチをONにして入力できる

範囲を±300相で広げることができます0このうち、

任意の10梢の範囲を設定することによって目的の信号

を記録することができます。

図4－3　サブレッション機能

4・4フィルタ（FILT）の使い方

入力信号にノイズが重凱、記録がどりつく様な場合に、高周波ノイズ除去の目的でフィルタを

設定します0測乱ている信号の周波数を考慮に入れてアンプ操作部のHLT・スイッチでフィル

しかし、比鮒高い周波数の信号を測定する場合、フィルタ使用には注意が必要です。ノイズ以

外の高域周波数成分まで除去され、本来の信号波形と異なった記録波形となる場合があります。

フィルタの特性については、9・3を参照してください。

4・5八一二ア（VERNnの使い方

アンプ操作部の尺腑スイッチによる感度設定だけでは目的とした記録振幅が得られないことが

あります。この様な場合には、バーニア機能により、感度の微詞を行います。

例えば、電圧を10V入力した時、ペンの振れ幅を25cmにするには、0・4V／cmの感度が必要となりま

す。

はじめに、RANGEスイッチを0・2V／cmに設定します。

次に倍率：X＝　‰×「∵－）く100＝50（齢

の関係からVERMスイッチで5鍋の倍率を設定します。

実際には、CAL・VスイッチをONにしてペンの振れ幅が50mmになる様にVERNIスイッチを操作すると

倍率は50椚こなります。

以上の操作で、0・4V／cmに感度が設定されます。

CAL・VスイッチをOFFに戻し、測定を開始します。

ー15－
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第5章リモートの使い方

右側面に設けられたリモートコネクタより信号を入力することによりサーボ系のON／OFF、ペンの

アップ／ダウン、記録紙送りなどの操作ができます。

5．1リモートコネクタの配線

ノ①　外部信号でX－Yレコーダを動かすときは、付属の外部

信号コネクタに　5．3リモート機能に示す信号のうち

必要なものだけを半田付けし接続します。

コネクタは、左図に示すように①と②の結合ねじを外

し、開くと分解できます。またコネクタを差し込んだ

ら、③のねじを締め、確実に本体に結合してください。

図5－1 リモートコネクタ組立

レコーダ 

慣号＃ 劔r‘‾‾‾‾■■■H‾■■‾■‾■1【‾ l l 

l‾ l　　　A 冤（∋ 

‡　～　b 冤 10 ��ｲ�ﾂ�ﾂ�アンプ 

l ：～C � ��ｲ�ﾂ�ﾂ�ﾂ�

」 

図5－2　信号源との接続

外部コネクタに印加するアナログ信号は、アンプへ

入ります。但し、ノイズの混入を極力さけるため、

次の注意を守ってください。

①アースフローテイング形式の入力とし、○側

は、信号漉機器の保護接地に対しインピーダ

ンスの低い低電位側とします。

②◎〇線は同一径路を通し、他の信号線からの

誘導を減らすように注意してください。（2

芯シールド線をお使いください）

又㊥○の端子がリード線等でショートしない

よう注意してください。
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5．2制御信号

図5－3　入力回路

5．3リモート機能

Y童・AXIS・lNPUT

X†AXIS・lNPUT

外部制御信号は、記録紙送り装置を使用したときのク

ロック信号を除いて、すべて接点ONまたは、TTL」Lレ

ベル（L⇒0～0．5V）で動作します。次の注意点を守

って接続してください。

①アース側は、コネクタのAlピンまたはBlピンを使用

してください。

この端子は、レコーダの保護接地端子に接続してあ

ります。

②回路内部は、左図の様になっていますから、オープ

ンコレクタ出力で動作させることができます。

③マイナスの電圧を出すおそれのあるロジック出力や

＋5Vを大幅に越える電圧が混入しないように注意し

てください。

④記録紙送り装置を使用するときは、第8章（記録紙

送り装置）の注意を守ってクロック信号を接続して

ください。

GND 有司 ��A18 2 ��GIID ）も 

0 0 �� �� 

30 40 �� 

．Jl．m 

鼻 ＞ゝ 頴も 

Hl　■、 ��5 060 070 080 090 0100 011 0120 0130 

LO 

T ��14 
LO▼ Hl（ �� 

15 ��⊥ 

〉　Hl 

T ��16 
し0　＿ ��

図5T4　コネクタ端子名称
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表5－1コネクタ端子及び機能・動作（1／2）

端子No． 冖ﾈ����機　能　　　　動　作 ��

Al Bl 杯脾�レコーダの保護接地端子に接続してあります。 ��

A2 ��T���ﾄD���外部信号でペンのアップ／ダウンを行う端子で ��ﾈ��v��

す。操作パネルのPENDOWNスイッチより、リモ 

－ト信号の方が優先となっています。 

接点信号：GNDに短絡でペンダウン 

TTL信号：LOWレベルでペンダウン 

ただし、下記条件が成立しない場合は、操作パ 売杯���ﾄﾈ�%r��"�

ネルのPENDOWNLEDが点灯していてもペンはダ 

ウンしません。 

Bll ��T�(�ﾄD�����(7�98ﾅ�,ﾈ-ﾘ�｢�

記録紙送り装置なし　　記録紙送り装置付 

X　Y　記録　タイムスイープ記録　X一一Y．記∴綾lケ化スイープ記録 

SERVn　　　HN　　　　　ON　　　　　ON　　　　　m 

CH＾RT　　　HOLD　　　　　H0Ln 

TIME　　　　　　　sT∧RT　　　　　　　START 

SⅥEEP 

また、リモート信号がDOWN状態にある時、操作 

パネルのPENDOWNスイッチでペンをアップさせ 

ることはできません。 

A3 菱�E8�E5D�%B�外部信号でタイムスイープをスタートさせる信 �ｨ耳v�����x���X�I?ｨﾔ��

号です。 

接点信号：1msec以上GNDに短絡でスタート 

TTL信号：1msec以上LOWレベルでスタート 

ただし、T．S，RESET信号がLOWレベルのときは 

スタートしません。 ��?･B��ﾕ6V8決�2�

A4 菱��8�E$U4UB�外部信号でタイムスイープを途中でリセットさ �ｨv��羽ﾄ��H��?ｨﾔ��

せる端子です。 

接点信号：1msec以上GNDに短絡でリセット 

TTL信号：1msec以上LOWレベルでリセット 

ただし、T．S．START信号がLOWレベルのときは 

リセットしません。 ��h6r��ﾕ6V8決�2�
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表5－1コネクタ端子及び機能・動作（2／2）

端子No． B2 冖ﾈ��4��%C���ﾄB�機　能　　　　動　作 ��

外部信号で記録紙のmLD／FREEを行う精子です0 �ｨ��v����t���ﾄﾈ�%r�

操作パネルのCHARTスイッチより、リモート信 

号の方が優先となっています。 

接点信号：GNDに短絡で記録紙110LD 

TTL信号：LOWレベルで記録紙HOLD 

83 �4U%c��ﾄ��外部信号でサーボ系をON／OFFする端子です0 

操作パネルのSERVOスイッチより、リモrト信 

号の方が優先となっています。 

接点信号：GNDに短絡でサーボON 

TTL信号：LOWレベルでサrポON 

84 �4��%B�記録紙送り装置を使用したとき、記録紙送りを 肌H�X+R�

外部パルスで行うための端子です。記録紙送り 

装置のSPEEDスイッチをEXT．にして使用します。 
－CLOCK �#�����8����C�#Vﾖﾘ��7�8ｸ5���V6ﾘ��6V8,��ｩ9h�ｨ決岑,ﾂ�1日－ 

（記録紙送 り装置実装 時） �7�8ｸ5�/�?ﾉ|ﾘ+X-ﾈ+x�(+ﾘ+�+X8ｨ8(�ｸ6x,ﾄ4��%H�ﾂ�10岬eC以上 

STOP信号がLOWレベルのときは記録紙送りをし 

ません。 

A5 �4��%B��ｵ$T踪蔟r��亢ﾉ�鑛�r�.��Y'X���R�鳧�｢�記録紙送り装置を使用したときのRENEW信号で �?�v��

す。RENEWとは記録の済んだ部分を記録紙送り 

装置で送って新しい記録紙面を出すことです。 

接点信号：1msec以上GNDに短絡でRENEW動 

作します。 

TTL信号＝1msec以上LOWレベルでRENEW動 蝿��t����X��ｨ6ｧr�ｨ�����

作します。 

記録紙送り装置のSTARTLEpが点灯していない ��ﾗ6V8決�2�

時に使用します。ただし、リモートのCHART－ 

STOPがLOWレベルのときは、RENEW動作をしま 

せん。 

85 �4��%B�記録紙送り装置を使用したとき、記録送りを停 �ｨ耳v���x��t�ﾈ�%r�

止する信号端子です。 
－STOP ��ｩ5��ﾘﾘh�dt腥,�%ｩxﾘ,Y.(鈔�

（記録紙送 髭Dﾉ�ﾘﾘh�dﾄ�8ﾈ7�8ｸ,Y.(鈔�

り装置実装 亢ﾉ�鑛�x.���ﾞﾉYH,ﾈ5�486(6���5D���ｨ,i¥���ｭhﾅr�

時） �,�,�,�,H*(-ﾈ+x�(48985�7H4h�ｸ5��X8(�ｸ6�*｢�

REMOTE状態のときは、無効となります。 

A16 譜�ﾄ��2�それぞれX，Y．，Y2の入力端子で、表パネルの入 ��

B16 ��ﾄ泌�UB�力端子と並列にアンプに入ります。 

A15 楓ﾈ�ﾄ��2�それぞれ2芯シールド線を使用し、シールドの 

B15 ��d��UB�外被線は○側に接続します。 

A14 B14 蕪(�ﾄ��2�なお、Y2rAXISTINPUTは2ペン型のみ機能しま 
一川PUT （2ペン型のみ） �+x�"�

▲▲U－＿・．・．一一一一一■



第6章インタフェースの使い方

この章では、本器をコンピュータと接続するための、RS－232Cインタフェースの使い方について

6．1R5－232Cインタフェースコネクタ

木器は、コンピュータと接続するためのRS［232Cインタフェースコネクタを装備しています。

接続する際には、使用するコンピュータに適合した、当社指定ケーブルを使用してください0

表6－1　コネクタピン番号と名称

ビン番号 冖ﾈ����信号の内容 兩ｸﾏﾂ�論理 

1 播r�保　護　接　地 ��ﾂ� 

2 �4B�送信データ 偬�ﾒ�負 

3 �$B�受信データ �?ﾉ|ﾒ�負■ 

4 �%2�送　信　要　求 偬�ﾒ�正 

5 �52�送　信　可 �?ﾉ|ﾒ�正 

6 忍"�送信準備完了 �?ﾉ|ﾒ�正 

7 �4r�信　号　接　地 ��ﾂ� 

20 廼"�受信準備完了 偬�ﾒ�正 

6．2転送条件とハンドシェイク

本器の転送条件は、下記のとおりです。（固定）

転　送　方　式

ボー　レート

ストブナ・ビ7ト

パ　リ　テ　ィ

デ　ー　タ　長

ハンドシェイク

通信バッファ

13121110　9　8　7　6　　5　4　3　2　1㈱
25　24　2322　2120191817161514

図6－1　コネクタピン番号

調歩同期式、半二重

9600BPS

lビット

None

8ビット

ハード・ハンドシェイク機能

1Kバイト
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6．3電気的特性

入力電圧レベル　H†5－†12V

L　－5　～　－12V

出力電圧レベル　H　＋10V TYP

L　－10V TYP

6．4コントロール・コマンド

・ターミネータ

コマンド表記内の（T）は、ターミネータを意味します。

ターミネータ・キャラクタは、CR＋lF（ODH OAH）を使用します。

・STEP

プログラム可能な最小単位です。座標値、長さ、角度等はこの単位の整数倍として表記しま

す。

・記録動作時（SERVO ON）に使用可能なコマンドは、下記6種類のみです。

PEN DOWN（PD），SERVO SETTING（SV），TIME SWEEP START（TS），OUTPUT STATUS（OS），

CHART START（TG），OUTPUT REPORT（OR）

上記以外のコマンドは、待機状態時（SERVO OFF）のみ有効です。

・記録原点

電源投入後、ペンはこの位置に移動します。

・本体設定・制御コマンドの座標系（図6－2）

ポジション（ゼロ点）設定は下記の範囲となります。（1STEP＝0．1mm）

WX4000の場合　Ⅹ＝－01270～†01270

X■＝－07620　～†07620

WX3000の場合　X＝皿01905～＋01905

X’＝一11430　～†11430

・作図コマンドの座標系（図6－3）

座標値等の設定は±9999まで可能ですが、

WX4000の場合　Ⅹ＝±0000～十2540

WX3000の場合　X＝±0000～†3810

・座標値等の極性指定文字

正：“十”又は“”（スペース）

Y　＝－00900　～　＋00900

Y’＝－05400　～†05400

Y　＝－01270　～　＋01270

Y’＝－07620　～　＋07620

作図は下記の範囲となります。（1STEP＝0．1mm）

Y　＝±0000　～　十1800

Y　＝±0000　～†2540

負：“－

9999　　　　　±nnm　　　　　　用999［STEP］

図6－2　本体設建・制御コマンドの座標系　　　　図6－3　作図コマンドの座標系
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表6－2（1）コントロール・コマンドの説明

分類 �5(7ﾘ986洩ﾂ�比疋��ﾄ弗R�フォーマット IN（T） �>�����vX��������w�����7"�

本 体 設 定 ■ 制 御 劍486ｨ5h888�485��

LOCALREMOTE 粕f��菱�｢�インタフェース・トドの設定（出力7巨マット1） n＝0：LOCALn＝1：REMOTE 

ERRORCLEAR PREAMPSETTING 乃8�菱�｢����'&�6h�菱�｢�osコマンドで読み出されるエラーフラグのクリア 

アンプの設定 n：設定軸 n＝1‥Xn＝2：Y．n＝3：Yz（2ペン型のみ） rr：入力／タイムストア・レンジ・コード rr＝01：0．05mV／cnrr＝10：0．05V／cm 10cm／minlOcm／sec rr＝02：0．lmV／cmrr二日：0．1V／cm 5cm／min5cm／sec rr＝03：0．2mV／cnrr＝12：0．2V／cm 2cm／min2cm／sec rr＝04：0，5mV／cmrr＝13：0．5V／cm 1cm／minlcm／sec rr＝05：lnV／cnrr＝14：1V／cm 0．5cm／minO．5cm／sec rr＝06：2mV／cnrr＝15：2V／cn 0．2cm／minO．2cm／sec rr＝07：5mV／cmrr＝16：5V／cm 0．1cm／minO．1cm／sec rr＝08：10mV／cmrr＝17：10V／cn 0．05cm／minO．05cm／sec rr＝09：20nV／cnrr＝18：20V／cm 0．02cm／minO．02cm／sec i：入力 i＝0：MEAS．OFFi＝1：MEAS．ONi＝2：CALVON s：サブレッション S＝0：ONs＝1：OFF f：フィルタ f＝0：OFFf二1：1Hzf＝2：5Hz 

POSITION　SETTING ���FFFFFH�菱�｢�ポジション（ゼロ点）の設定 n：設定軸 n＝1‥Xn＝2：Yln＝3：YZ（2ペン型のみ） dddddd＝ポジション・デp夕（6桁・極性含む） 　0．1mm／STEP dddddd＝±00000～±11430：WX3000X軸 ±00000～±07620：WX3000Y軸 ±00000～±07620：WX4000X軸 ±00000－±05400：WX4000Y軸 
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表6－2（2）コントロール・コマンドの説明

分類 �5(7ﾘ��986洩ﾂ�フォーマット �>�����vX����������w�����7"�

本 休 設 定 ● 制 御 錨U$苳U(��4UEI�ﾄr�VEndddd（T） �6��ｸ6ｨ4�,ﾉ�ﾙ.����i�ﾙ.壱"������e���(�e��F���8�e�(��(7�98ﾅ�,ﾈ-ﾘ�｢��FFH�h6�y?�4��X6h�ｸ5���I4X��5DU��FFFH���C���������

PEN　DOWN ��F齎�菱�｢�ペンの状態設定 n：ペン n＝1：1ペンn＝2：2ペン（2ペン型のみ） m：状態設定 m＝0：ダウンm＝1：アップ 

SERVO　SETTING �5f��菱�｢�サーボ・状態設定 n＝0：ON　n＝1：OFF 

TIME　S耶EP　AXIS 疋���菱�｢�タイム・スイープ軸設定 n＝0：使用しないn＝1：X軸　n＝2：Y軸 

TIME　SWEEP　START 髭6��菱�｢�タイム・スイープ・スタート n＝0：スタート　n二1：リセット 

LIST　OUT 汎��菱�｢�リスト印字スタート 

OUTPUT IDENTIFICATION ��uH�菱�｢�機種名の読み出し（出力フォーマット2） 

OUTPUT　REPORT 備&��菱�｢�各種状態読み出し（出力フォーマット3～6） n＝1：操作パネル状態読み出し n＝2：アンプの設定状態読み出し n＝3：ポジションの設定状態読み出し n＝4：バーニアの設定状態読み出し 

OUTPUT　STATUS 備8�菱�｢�ステータスの読み出し（出力フォーマット7） 

● オ プ シ ョ ン 設 定 制 御 �4��%H��5�TTB�CFnn（T） �6�88�ｸ6x5�78�ｸ6�,ﾉ�ﾙ.��跖�����dU��F齎���x�c��C�6ﾘ��6V2�跖�����c��C�6ﾘ�跏匁跖�����c��C&6ﾘ��6V2�跖���(�c��C&6ﾘ�贍匁跖�����c��CV6ﾘ��6V2�

SETTING 冢n＝03：0．5cm／minnn＝10：1cm／sec nn＝04：1cm／minnn＝11：2cm／sec nn＝05：2cm／minnn＝12：5cm／sec nn＝06：5cnl／min 

CHART　START 疋v��菱�｢�チャート・スタート n＝0：スタⅥト　n二1：ストップ 

CHART　RENEW �5(�菱�｢�チャート・リニュー 

‡TA3000／4000記録紙送り装置
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表6－2（3）コントロール●コマントリノ誹明 　　　　　　瞭　用　途 

分類　コマンド名 刄tォーマット �>�����$｢�

Z L l 作 図 廼$���薀ﾔ�$ｴ覆�　　　セ Pn（T） 夜?���h6�6(�ｸ6x�x������h4�8ﾘ5��x�ｸ�h�b����(�h5H�ｸ4�8ｸｬ2�+ﾉ�ﾈ,ﾈﾞﾉ�ﾓ��S�ﾖﾘ��5DU���綿�h､ｨ跌5��丿SXﾈX�Xｼ��ｸｭﾈ-��｢�

L 川EDRAW　　x ��㊦㊦�覧覧滅��

XX2yyyyy2（T） 腐ｨ�7�7��{�5��丿SXﾈX�Xｼ��ｸｭﾈ-��｢��ﾈ顗,ﾈ轌.���?���h���ﾂ������iFｩ�ﾂ����(�h自5�ﾙ�ﾈ6ﾘ����ﾃ8�����維ﾙ�ﾈ�8�����

LINETYPE ������ﾅF��菱�｢�

n一．＿一ハ、、′ 破線、鎖線ピッチの指定0・1mm／STEP nnn二000－255ト一旦生－」 　一■■■■■■－一・・・一一一一■▲ ・01mm／STEP 

L川ESCALE 版6跏��菱�｢�

CIRCLE �4裸㊦㊦覧覧�'''"�&ﾇ''''#)?ｧGGFﾇGB�FﾇEｨ�菱�｢�円の作図X，y・rl・r2・ tトt2：0．10／STEP ‡，y：中心点 rl，r2：始点，終点の半径t2 t．，t慧憲慧r2、妄・ （以上各5桁・極性含む） �&ﾈ6ﾒ��ﾇFﾂ���

座標軸の作図X，y・q：0・1mm／STEP X，y瀾始点（各5桁・極性含む）r p二0：Y軸p二1：X軸2 q‥繰り返し長さ（4桁㌧，l r：器慧慧）廿 －1／STEP 

AXIS ��㊦㊦㊦覧覧�������'''(�菱�｢�

LAB肌PR川T 汎'㊦㊤∠覧藍7G"����菱�｢�文子列の作図0・mm X，y：開始点（各5桁・極性含む） str：文字列（最大16文字） 使用可能文字：英数字、記号（ASCHCODE： 　20H～7FH） ′J＝● 

ALPHAROTATE ��&��菱�｢�文子列の回転 n二0：00 n＝1：900　回転角度 n＝2：1800 n＝3：2700 文≡ニごズの設定4mm／STEP巧堅田ロ 　n oLD状態になります0 

肌PHASCALE ��6��菱�｢�

＊作図を実行している間は、自動的にCHAR 



6．5出力フォーマット
表6－3　出力フォーマットの説明

出力フォーマット1 

1　2　　3 

Y　C。　LF 

l　　　　　　Y：リモートモード 

出力フォーマット2 

1　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9 

W　X　－　3　0　0　0　C。LF（WX3000応答） 

W　X　－　4　0　0　0　㌔　LF（WX4000応答） 

出力フォーマット3（操作パネルの状態） 

1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　　数値内容は、各コマンドに同じ 

0　0　0　0　0　0　］　］　CR　■F 

l－－－－l 凵vl　　　　fトトストドの設定状態（］］：送り装置なし） 

l■■■l �5�488�5�48�ｸ7h�(,ﾉ�ﾙ.��
2ペンの設定状態 

1ペンの設定状態 

■ �6�6x6x7ｨ�ｸ8ｸ6�,ﾉ�ﾙ.��9�H����d��ﾃ��de$TX�｢�

サーボの設定状態 

常時　0 

出力フォーマット4（アンプの設定状態） 

1　2　3　■4　5　6　7　8　　　　　　数値内容は、各コマンドに同じ 

1　0　1　0　O　O　CR　LF 

フィルタの設定状態 

■－－－■ 刄Tブレッションの設定状態 

■ ��ﾉ|ﾘ,ﾉ�ﾙ.��9�B�
タイムスイープトドに設定紬ている場合闘、“3”になります。 

入力／タイムスイープ・レンジ・コード 

設定軸 

出力フォーマット5（ポジションの設定状態） 

1　2　3　4　5　6　7　8　9　　　　各数値内容は、ポジションの設定に同じ 

1　＋　0　1　9　　2　　0　CR　LF 

■ ��ｦﾆﾈ������������7ﾈ5x5h8x98�X6h�ｸ5��

極　性 

設定軸 

出力フォーマット6（バーニアの設定状態） 

1　2　3　4　5　6　7　　　　　　　　　数値内容は、バ【ニアの設定に同じ 

11　0　0　0　㌔　LF 

】】ll　　　　　　　　　バーニア・データ 

設定軸 

出力フォーマット7 

1　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8 

］　］　］　］　3　2　CR　LF　　　　　　ステータスバイトの10進数 

オンビワト ��H��&ﾈ����������>���������������������������������vR���

1 ���0（未使用） 

2 �"�0（未使用） 

3 釘�1ペンの動作状態、ペンダウン時、ビットオン 

4 唐�2ペンの動作状態、ペンダウン時、ビットオン 

5 ��b�サーボON又は、タイムスイープスタート中、ビットオン 

6 �3"�コマンドェラー発生時、ビットオン 

7 田B�0（未使用） 

8 ��#�������冕(諍w��ﾂ�
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第7章タイムスイープの使い方

7．1Y一丁レコーダとしての使い方

図7－1　アンプ操作部（X）

①　　②

⑪＼壱琶P］。， 釘�2���
○ 畠苧テsER㈹ 　＞ 

⑧

図7－2　本体制御部

CHARTスイッチがHOLD，SERVOスイッチがOFFであるこ

とを確認し、次の手順で行います。

1）①のXスイッチを押してONにします。（L帥点灯）

この操作でⅩ軸がタイムスイープのモードになり

ます。Xのアンプ操作部は掃引速度の単位のLED⑥

が点灯し、それ以外は消灯します。

2）⑤のRANGE／SPEEDスイッチを使用する速度に設定

します。

3）⑨のSERVOスイッチを押します。（LED点灯）

4）⑦のPOSIT．／SUPP．つまみを回し、スタ什卜位置に

ペン先を合わせます。

5）⑧のPEN DOWNスイッチを押します。このときLED

は点灯しますが、ペンはダウンしません。

6）③のSTARTスイッチを押します。

ペンがダウンし、X軸のタイムスイープが始まり

ます。（原点復帰機能については2．3．⑫を参照し

てください）

タイムスイープの掃引速度が遅い場合、記録線

がにじんで太くなることがあります。この場合

は、ファイバーペンKF210－RD（赤），KF210－BK（黒）

をご使用ください。

7．2X一丁レコーダとしての使い方

図7－3　アンプ操作部（Y）

TIME SWEEPのYスイッチ②とY（2ペン型の場合はY．）

のアンプ操作部を使用するほかは、7．1の場合と同じ

です。
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第8章オプション

8．1記録紙送り装置（m3000・m4000）

WX3000A3判X－YレコーダにはTA3000型記録紙送り装置を

WX4000A4判X－YレコーダにはTA4000型記録紙送り装置を組込み、ロール紙を使用すると、X軸

を時間軸とするY－Tレコーダとしての連続記録ができます。

又、X－Yレコーダとして、ロール紙を自動的に更新（RENEW）することができます。

記録紙送り装置の組込みは本体の改造を要しますので、当社の営業所にご連絡ください。

8．1．1　操作部の名称と機能

①SPEED

（∋START

⊂＝⊃

③RENEW

⊂＝⊃

④PAPER HOLD

図8－1　操作部

ロール紙の送り速度を設定するダイアルです。

・0，1～5cn／sec（6段階）・0．1～5cm／nin（6段階）・EXT．

の計13通りの速度の設定ができます。

EXT・はリモートコネクタから印加されるクロックパルスで記録紙送りをす

るときに設定します。

記録紙送りをスタートさせるスイッチです。

スイッチを押す毎にSTART／STOPを繰り返します。STARTの場合はLEDが点灯

し、①で設定された速度でロール紙を送ります。

STOPの場合はLEDが消灯し、ロール紙は停止します。

ロール紙を1画面分更新するためのスイッチです。

②STARTのスイッチがOFFの状態でこのスイッチを押すと、5cm／secの速度

で550mm（TA4000は280mm）送り、停止します。

ペンダウンしている場合は自動的にアップLRENEW動作終了後再びペンダ

ウンします。

ロール紙をスプロケット部にセットするときに用いるレバーです。

レバー右左いっぱいに動かすと、スプロケット部のロール紙通し口が広く

開きます。

ロール紙を通して穴をスプロケットのピンに合わせた後は、レバーを右に

戻します。
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8．1．2　記録紙送り操作部と本体制御部

記録紙送り装置を組込んだ場合、本体制御部のスイッチ（乙3参照）と記録紙送り装置の動作の

関係は次の様になります。

表8－1　本体制御部スイッチと動作の関係

本体制御部スイッチ 剴ｮ　　　　　　　　　　　　　　　　作 

CHART 売�B�・記録紙送り操作部のSTART，RENEWスイッチを押しても動作しませ 

（LED点灯） �/��"�

FREE →（HOLD） ��Xｴﾉ�鑛�x.�(h,ﾔ4��%H5�486(6�/�咥+X,H.��ﾄH�侘Y.��ｨ+X-ﾈ+�/���

FREE ��U5D�%H�5$T��ﾈ5�486(6�*ｩtﾈﾏ�,h,�.�-ﾈ+x�"�・ペンのアップ／ダウンが可能です。ただしRENEW動作中はスイッ 

（LED消灯） �6�/��T腑���9�H,�+X,H.�7�98,ﾘ5�4X98+X-ﾈ+�/��%$T膓y:鞐ﾈ*｢�

停止するとペンがダウンします。 

8．1．3　ロール紙の装着

①ロール紙を開封し、はじめにロール紙スプロケット穴の長穴側（図中Al）を奥側にしてスト

ック郡に装著します。次に反対側（図中A2）をストック部に装著します。

②ロール紙を引き出し、本体操作部、Yバーの下を通します。

③PAPER HOLDレバーを操作（左に倒す）し、ロール紙をスプロケット部に通します○

④スプロケットのピンとロール紙の穴が正しく入っている事を確認し、PAPER HOLDレバーを右

に戻します。

⑤巻取軸を使用しない場合は、ロール紙をペーパカッタの下を通すことで準備終了です0

⑥巻取軸を使用する場合は、

⑥－1付属の巻取軸の奥側（図中Bl）にはピン付フランジを、反対側（図中B2）にはピンな

しフランジを装著します。このとき巻取軸の溝とフランジのピンとを合わせます0

⑥－2　奥側（図中Bl）のフランジの先端を記録紙送り装置の溝に合わせて装著します0

次に反対側（図中B2）を記録紙送り装置に装著します。

⑥－3　ロール紙を巻取軸に巻きつけます。

⑥－4　ロール紙のたるみを取れば準備終了です。

図8－2　ロール紙の装着
－28－
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8．†．4　使用上の注意

（∋記録紙送りの外部駆動 外部クロックパルス信号で記録紙送りを行うときは、記録紙送

り操作部のSPE印ダイアルをEXT．に設定してください。EXT．に

設定していないと外部クロックパルスによる記録紙送りはでき

ません。

②ロール紙の終わり　……　ロール紙の終端1mの間には、赤マークが印刷されています。

赤マークが出たらロール紙を新しいものと交換してください。

③START，RENEW動作の開始・Tr CHART HOLDをCHART FREEに切換えた後、又はLIST印字や作図コ

マンドを実行した後は、数秒間待ってからSTART，RENEW動作を

開始してください。吸着力が残っていると正常に動作しない場

合があります。

8．1．5　記録紙送り装置の仕様

表8－2　記録紙送り装置の仕様

項　　　　目 儺A3000（WX3000用） 疋�C����埠イ���w��｢�

送　り　速　度 �0．1，0．2，0．5，1，2，5cm／sec＆min　の12段およびEXT． 

送　り　精　度 凵}1％以内． 

RENEW 機勘 ��5h�ｸ6r�550mm �#��ﾖﾒ�

送り速度 天6ﾘ��6V2�

外　部　送　り 剔翌闡ｬ度　0～5cm／sec 
（0．025mm／勅ス．0～2000pps，TTLレベル信号をリトトコネ門より入力） 

リ　モート　機能 凵E外部信号による紙送り　　　　　　（5．3参照） ・RENEW機能 

・紙送りのSTOP 

重　量　（約） �3kg �(�CVｶr�

使　用　記　録　紙 儡P－319A（ロール紙） �5��ﾃ#s���8ﾘ�ｸ8ｸ鑄�｢�

8．2ラック金具の取付方法（WX4000のみ）

WX4000はラック金具を組み込むことで、JISラック（型名C－573）、またはインチラック（型名

ト574）に取付けることができます。

図8－3　ラック金具取付方法

①本体左右側面のネジ各4本をはずします。

②ラック金具を付属のネジで本体に固定します。

③本体を垂直姿勢でラックに取付ける場合は、ペン圧

設定ネジを右回り（時計方向）に止まるまで回しま

す。（3．5参照）

又、右側面の条件設定スイッチのN0．4をON側（VERT，）

に設定します。（2．6参照）
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第9章各部の性質（特性）
レコーダを使用するときに知っておいていただきたいペン、記録紙の性質及びフィルタ、サー

ボ系などの性質（特性）などについて説明します。

9．1記録ペンの性質

‾‾∴

図9－1　ペンキャップ装着

9．2記録紙の性質

嘗・1 （mm）＋0．5 上： 纏 ��

夕㌦元由由空ご濃度（％， 

図9－2　湿度変化に対する記録紙の伸縮

使い捨てファイバーペンです。指定の記録紙を使用し

たとき、

①直線書きで約600mの記録が可能です。

②ペンリフト5回／秒の高頻度に耐えます。

③使用開始時の記録緑の幅は，約0．3mmです。

④ペンアップの状態で長く放置する場合は、必ずキ

ャップをかぶせてください。

注）木器のペンリフト動作は最高5回／秒（5Hz）です。

記録紙は湿度に対して伸締します。高温、高温時の測

定にはご注意ください。左図は木器の専用ロール記録

紙のデータですが市販のリーフ記録紙では更に大きな

伸縮があります。

9．3フィルタの周波数特性

1Hz �� �� 

Filter　ON �� �� 

0．1　　　　　0　5　　1 5　　10　　20304050

周波数［Hz〕

図9－3　フィルタ特性

フィルタを1Hz，5Hzに設定すると左図の様に周波数特

性が変化します。（振幅100mm以下時）
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9．4サーボ系の周波数特性

アンプ（フィルタOFF）に正弦波信号を入力したときのサーボ系の周波数特性を下図に示します。

ペン速度：標準モ【ド設定時

W　X　3　0　0　0 富�����H����������

1 ペ ン 型 Ⅹ 軸 佗��(���"�25上州酬 
100 　　　　　l 　　　　　　　1 �����������������ﾌｲ�

50 振幅 t汀Im］ 鉄�����������������������b�

振幅 ［mm］ 

冒開聞 　周波数川Z】 滅��ﾂ��｢��ﾂ����Fy�GD����

2 �+x勛�ﾉ�������25。【1l 誌＝工工登虻工Ⅱ 
ペ ン 型 Ⅹ 凵｡－－■■■■■ll遇∫■■■tl－ 50 振幅 ［mm〕 10 ��YYﾓX�UEHｭI/�b��ﾖﾙ/6ﾈ���

】 ���h�C��(�CX葮dﾈ�#H�#X�"����Fxﾆ��ﾅｨ�ﾂ�
軸 ��ﾟｸﾟｲ����Fy�H�ﾔ��｢�

WX3000／WX4000 

1 2 ペ ン 型 Y 軸 �?ｨ���B�

200 100 50 振幅 ［mm】 】0 1 0 �� �� �"��� ��� 韮�

l 剪� ����

l ��

l l l �� �� �+��軋 �� 

周波数川Z］ 

図9－4　周波数特性（標準モード時）
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第10章保守と診断

10．1異常が起きたら

故障診断と対策を下表に示します。本妻の記載を参考に診断し対策を取ってください。なお、

不明の点は、T4ページに記載の営業所、またはサービスセンターにご相談ください。

10．2保守上の注意事項

レコーダの据付場所は、T2ページに記載した注意を守ってください。

ライティングパネルの汚れは、T2ページに記載した注意を守った上で清掃してください。

外筐（轟蓋を含む）を外さねばならない修理や調整は、当社サービスセンターの技術員にご依

頼ください。そのとき故障状況についてできるだけ詳しくお知らせください。（下表の修理・

調整事項も同様に考えてください）

表10－1　故障診断と対策

故　障　の　状　況 剏ﾌ　障　の　原　因 ���������������������ﾟB�

電 源 �6Hﾋ�*ｩ?ﾈ.x,�*(�"�表示灯が点灯しない。 仍�ｹ6Hﾋ���6Hﾋ�5��ｸ7X8ｸ���>�YH��ц,�,yW9|x�"�電源ケーブルを調べ、次に電漁の状況をテ スタを使用して点検します。原因がわから 
操作パネルのスイッチ 

操作で全く応答がない。 凾ﾊときは、修理を依頼してください。 

本 体 制 御 部 �5H�ｸ7ｸﾆ�*ｨｴ�:�+X,�*(�(+X,H.�ｴ�:��ﾉ7�*｢�*�+ｸ*(�"��5H�ｸ7ｸｴ�ﾕﾈ,�兒�*ｨﾚﾉ?ﾈ�"�電源を切って摺動状況を調べ異物を除去。 

制御回路不良。 做9yﾘ/�減ﾅ�+X,H*ﾘ+�+8*(�"�

記録紙の固定（吸着）不良。 刹L録紙が正規のものと著し く違う。 ��8ｴｸ,ﾈ.�,ﾈ,hﾏ�ｫx+X,H*ﾘ+�+8*(�"�ライティングパネルが汚れ ている。 匹(7��ｸ5x,ﾉ(ﾘ�8/�荿�X,I�I�ﾈ+X-ﾈ+x�"�

静電吸着電源不良。 做9yﾘ/�源xｨ+X,H*ﾘ+�+8*(�"�

ペンのアップ／ダウン不良。 刄yンの取付けが悪い。 偃iWH�8ｻX/�.h*ﾙ5��+X,H*ﾘ+�+8*(�"�

ペンアップダウン機構に異 物付着。 �7�984��ｸ8�/�訷,X�8岑+X甑Z�/��*ｸ-ﾈ+x�"�

ペンアップダウンの回路不 良。 做9yﾘ/�源xｨ+X,H*ﾘ+�+8*(�"�

記 録 亢ﾉ�*ｩ�駝�,X,�*(�"��7�98,ﾈ�kﾘ*ｩx�,H*(.��"�ペンを新品と交換します。 

記録紙が適当でない。 ��8ｴｸ,ﾈｴﾉ�鑄,i?ﾈ.ｨ*�*h,H*ﾘ+�+8*(�"�

丁 ��U4菱�H��5U���B�応答の範囲が狭い。 ���X,ﾉ�ﾉ|ﾙ�ﾘﾘh*ｨ�8��+8.｢�,H*(.��"�鵬AS，スイッチをnFFにし確かめます。 

全く応答しない。 ��ﾔ��%H�54YJs�5�486(6�*｢�スイッチを確認しても応答しない場合は修 
ン プ 操 作 部 �,(-ﾈ-ﾘ/���+X,H.��:�*�,�*(�"�簸h6��理を依頼してください。 

両端に振り切り動かな い。 弌�ц,ﾉW9|r�修理を依頼してください。 

R州GE確度がよくない。 刄Aンプの校正不良。 �4�987h,ﾈﾜI+)��/�源xｨ+X,H*ﾘ+�+8*(�"�

ME八S．スイッチ ONにて �5�5��ｸ8ｸ4�4X6x*ｨｴ�.��"�人力が大きすぎる。 耗h�乕�5$�飩x/��悪x*hｫI7�/�岑+�-ﾈ+x�"�
サーボ系がビビる。 ��ﾉ|ﾘ,ﾃ��H,ﾉ�ｩ��*ｨ敢*(�"�人力」・一ドの接続を点検．〕 

記録が勤揺する．⊃ ��ﾉ|ﾘ,��X*ｸ,�ﾆ��N)�ﾉZｨ*｢�?ﾈ.��"�人力波形を他の方法でチュック。 

矩形波人力の波形不整。 �5H�ｸ7ｸﾆ�,ﾉ�xﾎH��чW9|x�"�修理を依頼してください。 
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第11章仕　　様
表11－1　　本体仕様

項　　　　目 凵c…一一1lM40002　　・HX30001l椚＝0002 

へ　　　　ン　　　　数 冤　i　2　　　　1　l　2 

記　　鍼　　輯　　聞 �254xH川mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　381×254mm 

回　　路　　方　　式 刄fジタルサ［ポ 

人　　力　　方　　式 刄K［ド付アースフーコーテイ　ング 

記　　録　　ペ　　ン �7　ァイ′ヾ一一ペン 

極　　性　　切　　換 刳e軸毎にDIPスイッチで初期設定　但しY．とYつは切換共通（2ペン型） 

記　　　　鐘　　　　紙 剞齬pリーフ紙・【トール紙 

記象豪　紙　保持＝　方　式 剞ﾃ電吸着方式（記録紙佗置合わせ光点付） 

測　定　レ　　ン　ジ �0．05・0．1・0＿2・U．5・卜2▲5・10▼ZPmV／cm　　O．05・0．1・0．2・n．5・1・2・5・10・Zn　V／cm 

校　　正　　電　　托 �10川振幅相当の電圧を人力と切換えて印加 

感　　度　　調　　撃 刄激塔W間連続可変 

確　度 （2nmV／（：用レンジにて 儡UPP．OFF・・・・±0．25％／FS　SLPlリ川一一一±1％／FS ） 

レ　ン　ジ　間　誤　差 儡M】I】．DFF・一・＋ロ．45％／FS　　　SUPP．m　一　　土用／FS 

人　　力　　抵　　抗 �1MH 

許容　信　号源　抵抗 �1Kn以下 

ゼ　tT　設　定 刄tルストルの±300％に可変可能（S腑I】．UN／0FFスイッチ付　SUPP」川　‥1・30硝／F．S以上　SUPl）．UFF 

（サブレッション） 僣l00％／F．S以上）伯．し、日．05・口1日／cm・2DV／川のレンジでは、SLlPP．（川に設定不可能） 

人　力　フ　ィ　ル　タ 刄gト‾パス　ー　プィルタ　　川Z／5Hz／UFF切換可 

最　人　人　力　電　作 �500VDC（測定レンジ0．05～20V／cMにて）、16V　DC（測定レンジ0．05～20mV／cM　にて） 

二コモンモード除去比 �14UdB（人目■150dB（U［） 

応答性 俐YUx����X8(�X6��X．Y：1500mm．ノsnr 

速　高　速 譜�c(���ﾄ�ﾘ��6V2�

度　モード 葺�c##�贍ﾘ��6WH+��

最大加速度 譜��h��x����������������cH�CTx����������������ch��x����������������cH�CSb�

Y：7．6G　　　　　　　　Y：7　G　　　　　　　　Y：7．66　　　　　　　　Y：7　6 

ペ　ンリ　フト　応　答 �5Hz（5回／秒） 

サ［　ポ　系　ON／UFP 剴F作スイッチ又は、リモ「トにより可能 

リ　モ　ー　ト　機　能 凵怎yンのl作用DM　　　・時間軸絹引のSTARりHESET　　・サーボ系の肌／U叩 
・記録紙のHOLUノ‘FRE　・n　Y】．Y2人力（Y2ほ2ペン型のみ） 

イ　ンタフェース機能 僣S－232［による本体t記録紙送り装置（オブシ…－ン）の設定・制御及び簡易作図 

時　間　軸 凵a軸・Y■軸 

タイム　　　速　　　度 �0．02・0．05・0．1・口．2・0．5・1・2・5・1日〔：m／src　　mIl 

スト7　確　　　　度 凵Q上1％ 

動　　　　作 剋ｩ動ペン上げ及び原点復帰 

記∴録　サ　イ　ズ切換 僊3／25Dx250／A4夕子／A4ヨコ 

（Uげスイヮチで初期設定） 

リ　　ス　ト　機　能 �1ペンにより、測定条件を作表する。 

使　　用　　環　　境 凵yト、40℃・30～約％　RH 

定　　格　　電　　圧 僊［90－132V（又はAC180～26日、発注時指定）　5D／60Hz 

最　大　消　費　電　力 冦M　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l 

外形寸法（十3mm） �4＝用×310×110mm　　　　　l560X…xllDmm　　　　　　f 

藁　　　尋（約） �7kg　l　8kg　llOkg　l　仙　」 
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第12章外観図
WX3000（WX3000－2）
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図12－1　本体外観図（WX3000－2）
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WX4000（WX4000－2）
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図12－3　本体外観図（WX4000－2）
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図12－4　記録紙送り装置付本体外観図（WX4000－2）
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ラック金具付WX4000（WX4000－2）
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図12－5　ラック金具付本体寸法（WX4000－2）

表12－1　ラック金具寸法とオプションNo．

ラ　ックの種類 �����������d��ﾖﾖﾘ�｢�劍4�7h5h��8x��94蹂�B�
A �"�C 韮�

JIS　ラ　ック 鼎��CR�150 �����CR�480 �8�ﾃSs2�

イ　ンチラ　ック 塔(�C��177．8 鉄��C��482．6 �8�ﾃSsB�

●本書の記載事項はお断りなく変更することがありますのでご了承ください。

WX3000／4000　取扱説明書　　　　　1謀叫年4月25日発行 

（WX3000－UM－103）　　　　　　　　第2版第2刷　0008 

発　行　　　横浜市戸塚区品濃町503－10 

グラフテック株式会社　営業本部　販売助成部 

TEL（045）825－6260（代） 
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